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一

ヽ

クス
〓

研
く

つ
い
て
″　
　
　
　
　
ヽ
　

ヽ

本
ュ
一
愚

レ角

キ
金
疹

出
こ
行
う
な

Ｋ
慮
・
）人
の
ゴ
慶
目
が
い
が

ほ
八
ラ

′ヽ
ス
た

く
、
一盗

ハ
右

の
甲
点
首ヽ
つ
て

い
る
い

に
か
り
，
７
、い
る
と
一び
んヽ
ろ
。

い
さ
以
氏
灯
１
３
カ
′λ
オ
、
だ
が
車
ん
（登
”
き
感
）

ノ
■
脚だ
ぼ
学
な
聰
量
と
八
カ
（ま
み
凋
晨
時
ｔ
添
″
）

一が
コ
ほ
曖
彙
ぼ
料
学
的
知
れ
（登
場
へ
料
挙
姓
）

手
つ
ら
ど
れ
が
Ｋ
け
ζ
レ
、
彙
ば
″
く
と
り
．蚕
一セ
行

、●

群
導
ｒいた
盆
ば
し
の
と
な
る
だ
う
り
と
心
り

ｉ

″ヽ
円
登
出
３
だ
ハ
ケ
う
一
部
か
と
オ
え
７
よ

、
よ
　

三ヽ，
ノ
゛

一，

ぬ
府́
が
，一ａ

・出
こ
ど
の
ギ
一ノ
ほ
と
ら
え
ζ
」‐
ス
ひ
か
、

と
、乙
、
，多

ほ
事
全
が
期
、
重
要
財
上
面
よ
り
な
た
、

非
」島
に
菫
学
ぼ
多
，ご
・４
１
・
″
一月
こ
、
お
り
困
筵
Ｊ
ヽ

、
ゎ乏
一険
、
ス
リ
ル
と
だ
均
７＜
行
つヽ
レ
の
だ
と
が
、
一一

会
■
ん
ハ
ニ
虹
が
ら
五
彦
耳
ι
八
Л
と
ｒ
、
名ヽ
グ
・

汗
る
、
え
た
主
義へ
約
Ｔ
チ
督
バ
、
・可

′
い
つｆ

Ｒ
ηヽ

γ
れ
は
数
り
だ
と
思
つ
。
Ｘ

必
ほ
ス
ポ
ー
ヽ

ど
ぁ
る
。
ス
ポ
ー
ッ
は
も
と
え
長
―
も
ハ
ガ
ヽ
嬌
一曜

礼

義
婿
、
知
れ
こ
通
力
る
ふ
織
オ
鳥
嵐
ギ
ム
た

人

轟薇
夕
議
浸
″
こ

“
だ
と
力
ごん
ろ
．
島
肩

十
虜
贔
掟̈
，

Ｌ
一養
Ｌ
為
ハ
イ
ご
嬌
か
と
・
嬌
〓
ご
為
薦
が

，
胸
ら

轟丁
、
ム
会
り
ざ
あ
う
り
、
憾
颯
、
あ犯
爾
暉鹿
■
■
騰
た

ぞ
噌
く
η
と
ン晟
ハ
ろ
レ
■
イ
の
う
。
一姦
珂
メ
．二
爾
残

Ｋ
れ
ハ
上
ん
が
あ
る
ず
つ
と
で
、
行
す
ノ
じ
め
ぴ̈
島
Ｊ

と

培

―

ン

ぎ
ｉ
，″
　
ム
を
″
■
４
１
■
た
と
初
上
Ｊ
ｔ
う
考
２

オ
い
ら
オ
ハ
ば
、
ま
「ａ
ｒ
を
入
切
な
多
慮
■
■
分
ニ
ヘ
　
一

切
に
ず
Ь
」
と
な
つ
予
・ご
ぬ
る
．
雅
お
持
ご
む
、

・

り
困
象
石
あ
っ
晨

，７
、
主
と
化
の
間
低
・虚
遇
Ｌ．∴
ｒ

４
ぎ
、
ｒ″へ乏
的
民
蓼
曰
が
れ
て
、フ
で
は
ｆ
ヤヽ
武
で
、

ム
だヽ
孔
ん
だ
う
小
貿
だ
」
ゲ
ど
と
に
ま
モ
ニ
う
人
が

こ
ろ
‥
‥
こ
ん
な
な
え
は
誤
ク
だ
と
島
りヽ
ｏ
し
ｔ
に

の
ス
ポ
ー
ッ
ご
生
ん
と
こ
∫
ご
り
ｒ
り
な
争
態
が
起

・ヽ
こ
と

し
歿
う
、
ど
ん

な
子
た

な
る
だ

ろ
う
―

―

。

れ
な

，ｔ
（
縛
″
．一登
々
ご
感
、
り
れヽ
が
キ
ぞ
れ
る
旅

予
祇
ず
′

■ヽ
生ム
が
・
‘
。
三
出
字
（
た
後
と

よ
り
学
魔
ど
へ
、
困
黎
こ
・よ
り
ふ
易
側
に
鳥
ｆ
て
く

毛

督

軍
力

，
・
し
７
ミ

ー
‘

Ａ

当

４

入

ポ

ー

ツ

と

し

ぞ

４

″（
一



”
パ
　
払
Й
〆
力
ん
スタタ
カ
″
ぶ
ぼ
＝
だ
う
つ
が
と

路

ぅ
も
多

謝．ゼ
　
′（
ハリ
一鳥
菫
れ
る
こ
ご
あ

，̈
。
あ
凋

ィと
電
ぅ
多

管
手
，
７
ヽ

人
来
ぬ
色
人
と
ぺ
後
、
不
晨

ヴ
、毛
ろ

、́籐
一、^
「澪
か
と
ゲ
ム
ざ
　
し́
伊
し
、

」ヽ
ιｒし
に
よ

，
７

，ヽ

ん
ご
し
ま
っ
Ｒ
ダ
ウ
入
ス
に
対
し
７
の
■
％

‐
事
一″
に
び
ズ
ご
ブ
能
性
が
ス
ゎ
化
で
し
ま
ハる

えヽ

′ま
騰
劇
列
手
脅
ち
こ
じ
て
、
曖
航
子
・」晏
く
グ
劇
と

，
び
、
修
貶
′
悸
調
ｔ
諸
着
て
ろ
ハ
び
‘
ば
く
、
こ

〓
‘
珈
へ
入
ろ
．
屹
に
こ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
ム
ろ

■
っ
っ
か
、
僻
走
ヽ
Ｉ
ん
な
争
と
し
ゲ
け
れ
ば
な
ら
″

″
た
ろ
つ
ク
？

笞
ん
な
ざ
力
之
ャ＜
ュ
ろ
曖
字
が
ハ
る

１ヽ
ノ
バ
鳥

λヽ

ぅ
人
劇
が
、　
／（
日
と
ふ
ち

に
人
η
に
可
ス
一
」
ヽ
一次
〆

本
当
ハ
ス
パ
′
ｖ
と
し
・＜
ハ
タ
・カ
ニ
弁
∵

がヽ
だ
ｒ
ｒ

い
だ
ろ
つ
い
。

登
ふ
な
街
　
　
　
　
水
盗

颯や乏

移
一ふ
″
は
、
登
ム
行
る
の
数
力
と
そ
の
行
み
ゞ
の

承
政
略
上
の
ク、め
に
、
か

，↓
箸
印
、
受
れ
の
く
へ
Ｃ

人
の
役
者
４
へ
ぶ
こ
詢
「り
‐ヽ、
卜
く
お
だ
ね
ヽ
く
だ
犠

、
・、メ
（
一
　
ｒ一　
．

グ
多
に
あ
″
ず
で
ほヽ
　
ぽ
‐
毛
‐
の
名
汲
ヽ
コ
‐
入

し
‐
卜
ら
わ
機
、り

と、
く
つ
い
・～
そ
んヽ
る
。

メ
Ｆ
Ｔ
ず
る
つ
‐
ク、
Ｋ
ふ
バ）力
ヽ
りヽ
。ハ
ー
イ「
‐
こ
〆観
一年

す
る
Ｌヽ
え
く
、
く
の
。（
―
等
―
の
旅
竹
ｔ
蕉
舞
■
つ

ぃ
″、
パ
‐
′■
，
の
メ
ノヽ
パ
‐
篠
″曖
〆
二
ｔ
ｔ
′
独̈
イ

を
募
熱
がヽ
あ
る
。
パ
‐
ア
‐
が
多
く
κ理
へ
で
へ
く
い

を
銘
く́
撼
、
Ｉ
ホ
く
ム
で
洵
ヽ
い
た
‐
卜
と
進
虚
ｔ

ダ
ー
ヘ
は
い
１ヽ
●
い
。
″ｉ
ね
‘
あ
た
，
く
Ｌ
、
て
の

本
μ外
マ
ト
‐
‐、
に
′
■
ヽ
く
血
か
す
ｏ
食
赦
付
幾
術
く
つ

い
て
、矛観
一噴
ｔ
勾
く
■
咸
一
耐
ね
い
。

彙
縫
屯
あ
″、ノ
く
曜
、
ま
炎
イ
は
洛
だ
，オ
・
ダ
‐

は
■
い
く
だ
鵜
な
つ
鰈
ユ
■
ム
多
．

ｔ
へ
づ
く
で
べ
て
載
η
■
・メ
豪
隧
た
０
継
√
ｒを
す
べ

で
で
あ
る
。

ftv'),r 7

ｉ
ｌ
ｌ
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ヽ
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ハ
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ノ
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こ

ち
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た

に
Λ
日
ハ
皮
鋼

頭

風

，
７

イ
／
～

″

３́

号
幻́
府

日

７
・
Ｌ

更
　
蘭
ス

％

祠ヽ
め
７基
階
弓
た
爆
知
４
よ
、
票
ず
』
い
１
´ヽ́諄
成
・Ｋ

バ
ス
時

代
行
く
と
こ
ぞ
ほ
バ
ス
が
で
，
７
ヾ
た
。

車
や
口
・
五
人
の
だ
期
か
ゐ
ク
。
角
、
一旧
一η
．ゲく
＾
う

り
。
ム
ロ
神ヽ
あ
ご
旅
り
ζ
、
↑
薇
´
盤
ご
ス
本
ゐ
し‐

ハ
こ́
と
（
ん
ク
リ
と
り
く
。
皮
私
の
胸́
代
ぁ
ス
っ
た

が
ほ
久
に
レス
臓
が
長
レ‐
．
本
ュ
ゲ
リ
絶
ム
折
場
へ
勧

為
ノ丞

熟
豊

Ｋ
入

る
，

ハ

リ

ａ

色

め
晨

く
″

ぃ
る

出
豊

＆
黒
Ｆ
こ
ケ
く
、
皆
ム
が
ぞ
し
て
キ
スヽ
均
ょ
っヽ
そ
く

晨
ｙル
系ヽ
多
ぬ
江
ん
、ら
二
駒
バ
更
え
て
お
み
。
み
よ
４

ハ

′１ヽみ
ｔ
仏
つ
た
４
メ
ー
ジ
Ｆ
″
く
燎
権
と
ムヽ
，
ス

Λ
ドジ
の
・ヱ
物
ι
ゐ
う
。
「象
″ハ
スリ
ト
、
″勧
こ
う
な
が
れ

■
れ
が
放
須
こ
ん
び

し、
た
。
撼
二
ん
ざ
蘇
バ
み
た
こ

ユ
薙
ス
燿
為
い
て
、
早
く
子

，
と
／
ヒ
て
ざ
か
。
も

と
´
れ
に
チ
れ
ば
ご
，
ヒ
磯
し
く
鰹
え
ろ
‥
―
し
、

小
能
的
に
感
一，じ
た
Ｋ
・多
い
げ
曖
．

た
日
、
当
公
へ
○
○
さ
ん
盤
バ
ダ

ノヽ
ス
こ
要
げ
Ｒ

と
い
つ
た
場
び
置響
平
ぼ
含
子
Ｅ
湾
工
と
ム
４
．

ソ

ａ
攪
よ
い
彙
」
ｆ
歌

っ
ア
ヽ
ご
Ｋ
．
豊

に
一烙
乏
４
み
猛

が
順
リ
ゴ
驚
り
易

が
っ
ス
．
調
３
ハ
後
が
，
Ｒ
俸
調

ハ
方
シ
・
絆
れ
が
η
く
な
る
に
つ
よ
↑
棒
か
口
れ
ｂ

・
　
・ず

つ
く
。

，
・
Ｔ

り
翻
哲
〓
ス
アヽ
デ
ろ
多
Ｌ
■

か
，
レ
デ
ィ
ト
に
公
り
蕉
歿
と
ぐ
く
で
ほ
ユ
ず
い
ず

ぼ
７
と
１
称
初
ξ
サ
し
為
、
マ
ヘ
リ
よ
り
が
」
と
ム

う
し
、
「治
う
よ
す
。

」
と
の
反
孝
胸
り
、
猥
性
―
‐
．

と
つヽ
子
つヽ
アヽ
、
た
く
ま
し
へ
ぶヽ
ｆ
ほ
芝ヽ
現
・じ
で
申
く

の
だ
ろ
っヽ
ぃ
ｏ

毛
子
の
ゲ
じ
丁
ぎ
、
彙
懇
バ
ボ
え
る
フ
場
と
ヮヽ
ッ

ト
リ
と
民
の
ろ
。
す
の
感
覚
が
マ
く
τ
ろ
私
の
ぁ

い
人
分
暉
ぎ
、
ッ
エ
に
卜
を
派
ろ
。

μ

朝
角
び
、
ロ
リ
Ｆ
臼
く
ジ
々
に
格
。
子
み
よ
り
Ｆ

が
が
う
姦
十
ｌ
ｒ
ス
が
　
・日
術
ｔ
グ
ら
ば
い
び
灯ヽ
フ

ー
・
Ｆ
↓バ

ツ
Ｌ
崚
リ
デ
ふ
安

多
れ
諄
ム
ろ
俎
／

ス
巌
勁
″だヽ
承
り
た
一之
る
と
ハ
卸
修
げ
ぅ
、
議
″
こ
ｄ獲
）

い
・て
胸
上
こ
在
一候
レた
。
）オ
が
必
え
と
み
に
受
な
が

タ ー





眠
れ

女

＾
糀

片

負

胸

び

ケ

く
。

彼
多

ｒ
λ

し
ち

と
つ

専

″
が
う

リ
ノ

孝

彦

ァ
路
‥Ｋ
復

湯

ビ

ス
・・́

バ
ス

に
系

り

Ｌ

″
た
。

か
一餞

＾
ム
灯ヽ

Ｆ
ぃ

う

―

―

ゲ
御

ご
一須
一″凸

＾
ｇ

て

が

．

な

ケ

に
ム

ス
ム

一ヽ句
ざ
み

っ
た
。

コ

ー
ス
コ
ノ
ィ
ム

／

一ヽ晟
小
池
よ
リ
サ
ふ
べ
％
Ｓ
％

高
為
直
多

私

興

教

行

し

Ｙ

こ
で

こ

Ｋ
‐‐

日

２

日
、

ユ

ふ

緯
嚇

・

宅

韓

ぬ
卓

Ｋ
便

友

じ
つく
乃

隠

中

こ

ム
だ

丁

う
。

島

が

リ゙
デで
″道
一　
多骨
を
ム

た
の
は
、
キ
■
と
よ
り
２
』
餞
む
濃
‥

く
、
Ю
舟
湖
分
ご
あ
つ
Ｒ
。
初
の
ぞ
ハ
一益
一学
気
ベ
タ

よ
う
し
く
ス
猿
い
し
よ
ず
あ
と
、
こ
ど
サ
む
鍵
い
。

よ
よ
‐丁
仏
エ
ス
魚
．
こ
ヶ
痺
・ほ
ず
い
か
と
足
こ
重
ん

だ

つ
シ
リ
だ
■
ふ
ど
度
が
見
え
ろ
ゲ
ん
ぞ
和
ハ
で
の
　
一

こ
と
ご
め
，ヽ
ひ．
日
蔚
■
ギな
島
一，雷
ハ
走
全
こ
ｉ
ｔ

　

δ

力
７
ｒｉ

む
み
ま
と
縮
■

，４
サ
ζ
」Ｊ
ムニ
常
イ′
ぼ
ヽ
彙
　
一

ヒ
轟
Ｔ
ヽ
ｒ
着
鼠
、
す碁
‘
４
”パ
餘
ウ
、
お
吟
ガ
う
島

な
え

こ■

７
・Ｉ
轟
、
共

諄
こ
ん
＾
族
が
″
え
７
ｔ
７

ｂ
う
れ
し
し‐
／
秋

メ
〃
Ｆ
‘
ｔ
り
ご
″
表
し

，
ご
複

・
詢
ｎ
ａ
薇
仁
じ
・ハ
，
ど
、
小
・２
ケ
・ス
ハ
こ
ん
ど
い

在
＾
だＩｔ
暉
諄
ど
、
ツ４
に
な
ら
ヽヽ
と
し
み
、
ア
、ヽ　
γ〈為

力
上
へ
鶴
フ
．　
力
伸
い
つヽ
ば
∫
ぼ
う
し
ιｌ
縫
々
、
´

繊
ｌ
Ｔ
を
め
夕
．
連
ユ
澤
ケ
駒
こ
鰤
【
ぞ
毛
，
４
虹

逃
っ
て
く
｛
ス
を
■
氏
恙
難
す
う
・

鼠
及
滓
評

残
凋
打
乃
押

縁
賜
知
吉
場

毛

子

勿

　

‘チ

‘

ヽ
こ
　
　
・

ク
（

糧一辟・̈‐一「炒載雄̈
′響物̈
″一をかか桑レス抑

／

、
ｙ

ノ
″
′
ヘ

洵
ル
ν
蒻
蒟ν
ν
汐
μ
〃
″
を
サイ
ん
物

移
所ヽ
ｚ
晨
―
ュ
ュ
率

β・`′′糸t

r久
ぬ  lll

テdL κ

“/″′拗

一
　
　
　
　
”

口

７



ｒ
二
上
に
瀑
び
上
，
象
ス
ア
」
プ
ス
曖
し
だ
し
諄
ヒ

■
ｉ
３
帯
事ｏぎ
事
ｔ
愛
し
、
ユ
平一（逸
ぬ
Ｒ
り
だ
ろ
・つ

ハ

中ヽ幼
Ｘ
が

自
く
み

ダ

鼻
ダ

，
・く
ぼ
を
、

着
Ｖ
姦
４
え

の

人
鯉
ぼ
む

つヽ
こ
月
い
た
導

ギ
う
・つ
が
と
許

い
頓
ぃい

り
蒸
ヽ

Ｊ
ｔ

、
れ

え
ｋ
軒
え
ら

れ
な
く
な
っ
ぞ
丁

麟
す

み
。

ｐヽ
二

ｏ
爾
ご
丁
ご
曹
轟
清

覇

Ｆ
ム
か
り
．　
コ
ロ

コ
ロ

ｔ
八

っ
ｒ
ｔ

ヨ
キ
〓
キ
ツ

＝
７

し‐
ろ

。
ｔ
ュ
〉
サ
ご

筆

調
ぜ

ん
に
網
参

↑
３
ヒ

・
や

ハ
農

い
。
と

い

んヽ

ぅ
よ
―
い
ｏ
と
曖ズ
，
ス

も
ハ

ハ
外

こ
更

卜
Ｌ
す

で
に

向

い
し

ハ
〆

ヤ
ラ
な
フ
Ｌ
ふ

，
７

諷
み
．

夕
盆
会

“

訂
ム
カ
び
唖
絶
Ｋ
方
う
す
人
懇
公
ζ
　
為
繕
ュ
ヽ
葛

勇
一　

み
洒
び
ど
ど
う
ソ
う

に
な
っ
ご
撃
く
い
，
ぽ
”

、

４
し
ず
ン
ロ
ー
ト
〓
綱
持

レ
ぼ
ド
シ
劇
寿
洒
石
ｔ

け一
２ひ
．

‐―
将
３
Ｈニ
メ
い
Ｋ
ひ
ｔ
奪
ご
ψ
島
を
あ
ご
す
こ
と

ほ
ぞ
，
ス
．
η
ヶ
う
ら
ぬ
じ
く
Ｘ
打
ハ
旬
ミ
リ
こ
見

■

争
？
酵
喜
ん

（
縫
携

り
こ
貫
げ
７
、
７
ヵ
ル
分
ム

ざ

Ｊ
３
．
ｏ程
バ
ム
羅

じ
Ｒ
２
・
３
織

ぬ
ト
レ
ー
ス
こ

汽
′、，こ
り
が
バ
ら
′Ｆ
鵜
ハ
で
ハ
彎

ハ
ふ
曳

Ｋ
だ
。笠
舞
．．で

い
ご
ぶ
一り
かｖっ
Ｆ一Ａ
．
里
一ス
に
ュ
リ
』ザ
か
ら
義
勁
盤
滲

爵
彙
ウ
姦
）
ス
孝
が
な
い
い
ず
、
ト
レ
ー
ス
が
ず
ｒ

，
焦
う
Ｙ
＾
よ
フ
老
ｆ
路
人

ヒ
鳥
，
ス
ぬ
だ
げ
」
ビ

、
７

ｒ
孝
７
い
３
人
准
た
に
竹
，
負
孫
ケ
、
蓼
ウ
ハ

よ
り

，
ど
く
な
リ
ソ
リヽ
レ
ゲ
メ
ぬ
ご
働
一工
Ｆ
切
り
。

ユ

ス
，

許

却
冷

妻
勒
ム
今

嗜
，鋒

″
（リ
ゴ
・■

卜
千
，
Ｒ

長
期
Ｌ
ｏ
忽
婚
針

縫
河
ぶ
り̈
た
く
な
い
と
み
，
７

い
ス
ａ
に
・
ひ
多
０
ず
〕
デ
ザ
ｇ
い
げ
バ
う
、
番
フ

で
い
る
よ
り
簾
か
■
夕
長
か
，
ス
●

，
諷
“為
２

と

に
い
く
コ
上
に
舞
着

′′
着
″
ｆ
ギ
く
シ
島
職
ｔ
饉
げ
　
一

て
魔
盆
ヒ
ぼ
る
。
Ａ
ん
が
―
ス
ん
ざ

い
み
色
、
商
え
　
タ

ガ
翼
え
て
ゼ
ス
．
Ｙ
れ
に
げス
分
避
よ
く
レ
７
ふ
基
″
　
一

助
”
夕
ｔ
ｔ

Ｃ
ｔ
秋

ハ
嵐
ι

“
う
０
４
曰
ず
く
簾
率
レ

ス
が
バ
よ
〓
Ｙ
り
■
碑
場
よ
ウ
ク
し
二
ご
ズ
ッ

，
こ

は
い
∴
よ
人
息
れ
ド
ム
か
ユ

ズ
リ
タ
Ｌ
は
十
メ
Ｌ

り
ご
と
ｒ

，
く
サ
と
た
腋

，
、
私
む
だ
ッ
ァ
ど
、
凛

与
ん
ど
理
と
れヽ
ら
な
”
身
花
）た
だ
″
つ
く
ク
．
■
タ

パ
に
ぜ
襲
し
げ
ざ
り
■
彙
壼
・２

ス
貌
滋
ユ
こ
盤
ほ

ｒ
に
よ
か
，
Ｒ
暉
れ
ど
、
撃
亀
′ん
ど
バ
島留
４
を
た
ュ

か
，

負
。
ご

も

予
Ａ

）

納

癖

、
下

落
仁

磁
一ざ

■
ｆ

り

し

ｔｌ
お
ス
一”乳
な
＾
だ

が
資ヽ
ゴ
み

ｒ
み
７
脅ヽ
竃
専
一な
く





ム

向

の
七
島照

試
中
晨
豹
Ｌ
群

の
た
山
―
今
き

こ
そ

び
ら

‐■
マ

整

山ヽ
な

い
に
ざ
わ
ち

て
い
る
も

の
の
、
か
っ
て
ぼ
衆

疇ヽ
盤
谷
の
瞼
咀
な
山
と
し
こ
の
数
ゞ
あ
↓
た
。

子
む頂
に
ば
、
一ヽ
山
確
現
が
う
ク
、
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押
の
戸
象
と

も
な
，
で
ぃ
た
。

）ヽ
の
山
の
率
恭
仏
像
に
似
２
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ろ

と
１ヽ
う
と
こ
う
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ら
、
隣
１
一
の
讃
、
膊
顔
を
二
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識
、
ふ
を
二
の
式
、
頭
を
ｏ
の
ぼ
、
漁
■
■
仏
喬
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し
ヽ
二
・
ぶ
と
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て
い
Ｋ
。

が
賀

．の
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澤
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´
ノ＼里
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Ｆ
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滋
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Ｆ
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Ｔ
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に
心
屋
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勤
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ら
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だ
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狗

の
な
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簿
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た
、
猛
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な
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ん
ぼ
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り
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懇
し
き
Ｆ
ふ
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な

っ
っ
、
、糞
ヾ
璃
‐―
ら
の
を
特
，
て

登

山
丁
ら
。
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・

・

　

・

　

・

・

　

．
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．
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ゎ
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な
性
摯
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碁
彙
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あ
ら
。　
た
ヒ
え
ば
、　
、ヽ
ｏ
■
ｌｔ
一燿
ぇ
ば
、
懇
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人
０
七
壼
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一形
の線
に
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え
ゐ
、
と
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う
俗
滋
ド
ぁ

・ム
椰

ゃ
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．

．

義
爵
い
の
こ
と

ａ

あ

ら
。

Ｌ
声

ほ
キ

心
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て
ま

い
て
ろ

′―、
連

嘱
某

と
ギ
つ
た
、

．回

行

の
も

の
二
人

し
て

、　
、
一
の

２ヽ
山

に
メ
一，

た
。

殊
基
”
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た

め
む
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ら

．
黒
幸

、
ぉ
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り
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び
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の
帰
途
に
、
路
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い
野
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の
ゃ
む
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き
に
い
Ｆ
っ

た
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路

辺

の
木
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に

ｆ
漁
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あ

か
Ｔ
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●
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。
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鯛
一．
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２
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。
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介
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Ｔ
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Ｒ
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介
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０
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０
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０
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熟
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濠
無
理
い
や
爾
こ
と
ヾ

き
゛
卜
・
ぶ
っ
トト
密
霊
鷲
一
つ
。
ふ
湾
轟
せ
よ
■
む

つ
と
駐
や
，
ふ
・
懇
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蒸
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０
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お
　

つヽ
総

〈ｆ

”
Ｉ
■
∵

１
■
，
■
″二

■
三
申

■ヽ
薔
写

ず
摯
博

察
一■
義

ギ
ゝ
′ア
■
Ｉ

静

湖
■

，
ィ
準
事
）７
え
、ノ
節
警

ジ
喜
ｙ
ム
〓
　

，４
■
＞
〓

ゴ
じ
警
嗜
ｔ
Ｆ
妻
ノ】、濤

辮
経

″
酔

イヽ

Ｖ

彗

摯

】

　

、

ガ

ィ

ン
ダ

シ

た
、二
、
三
＼

□
υ

´
′ヽ携

魔
ｔ
ｙ
摯織́撃
）
．サ
イ
資
γ年

十
（斗
γ
■
メ
，ヽ
――
撃

彎
キ
ア
ｐ

レ■
，
ｙ

ｒｉ
メ
一■
～

″
■
魔
、■
夕
一蝉

（露
ｔｒ
脅
ウ
一口
幕
静
プ

ー
・脅
Ｉ
７
■
Ｊ
島
ぱ
サ
み
継

瞥
げ
７
中
華
警
奮
鶯

″
７
掛
・悌
・拶

プ
″
　

‘″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
●

．
′

（
・ふ
弔）
″
・″
・″
ギ



く́
で
ま
な
い
為ヽ
か
が
ん
末
と
レ
て
難
た
意
し
ス
．

ウ穐
か
ム
が
い
りヽ
閉
者
蒟
え
機
テ
ン
ト
盤
慮
去
人
め
ヽ

こ
惑
τ
為
か
、
ジ
・
・″゙ナ
ル
Ａ
核
孫
上
Ｆ
、
地
咬
鬱

ざ
黎
■
で
レ‐
ろ
。
″こ
く
任
ぼ
す
世
的
ゲ
真
臼
ゲ
壼
ヤ

畿
、
こ
ん
げ
κ
景
じ
レ、
劇
な
が
ぁ
っ
て
多
ぃ
し
の

り
鍋
い‘
し
ま
つ
が
ヽ
私
・ヱ
げ
輝
΅
鞣小
顔
一に
こ
こ
卜
乱

良
Ｑ
て
し
∫
つ
が
ヽ
で
Ｌ
セ
〃
出
＾
ηゝ
豫
・の
承
暉
Ｔ

《
・鉾
ヽ
じ
が
し
ご
ハ
バ
い
，
ス
ん
れ
一れ
ム
て
ヒ
′■
一が

，
哺
義
げ
＜
な
り
、
日
の
豹
／
～
２
メ
ー
ト
ル
た
ウ

■
４
ギ
く
な
う
ハ
Ｋ
Λ
Ｊヽ
ほ
ハ
％
氏
ヽ
五
ヒ
烈
め

，酢

な
ど
，■
て
ゐ
る
。

衆
‘
日
目

β
″
才
／
（
沢
誦
）
　

　

ｏ
た

＝
一餃
解
″多
レ
％麟
雛
「

議
二
静
風
向

六
ス
応
沢
嬌
で
ヽ
萩
縁
Ｆ
難
髪
留
亡
上
ヴ
こ
鈍
ｔ

の
列
る
ま

，
の
こ
脅
，
て
レ、
ろ
。
、ず
し
卜
尾
ょ
サ
ヴ

し
慮
４
と
、
そ
Ｉ
し
レ‐
彎
雄
バ
ゐ
り
率
し
く
ゃ姦
。
こ

崎

く

ど

、

六

一
彫

綾

ド

奉
ム
千
´
し
汽

ｃ

ヽ
Ｉ

ヽ
ご

盛
燕

籍

だ
が
わ
らル
数
Ｆ
揮
ア
４
ゼ
ン
《
潔
」
ヤ
ボ
ゝ
余
嗜
う

一ヽ
　　　　一ヽ　　　　　　　　　・

Ｊ
く
ゲ
い
・あ
．
で
，
と
の
思
＝
ｒ
一登
牛
ユ
し
民
。
ち

■
つ
と
こ
あ
グ
，
ス
τ
て
，
飼
Ｆ
た
か
が
れ
ハ
肥
Ｆ

晨
術
と
宅
数

レ‐
７
、
ぁ
前
４
″
ｒ
薄
な
４
れ
か
ｒ
ぐ

ハ
プ
ロ
と
、
スヽ
っ
て
ぃ
る
ょ
１
て
く
ぐ
し
く
て
は
ガ

が
あ
リ
ユ
と
ん
ご
し
寓
．

イ
´
形
綾
ぼ
う
Й
仏
許
Ａ
”Ｌ
だ
が
Ｊ
グ
ル
籐
、
ふ

ざ
ぼ
す
イ
フ
ェ
ッ
ゲ
名
。
津ふ
し
Й
ボ
一族質
．τ
し
た
。

ふ
風
よ
リ
ス
、曖
名
蜂
ハ
殺
線
上
の
凰
ｎ
滋
ざ
‘
地
く

曽

Ｏ
和
ぎ
、
ソ
ム
た
り
調
劇
Ｗ
ハ
盆
ス
ａ
桑
薦
ｌ
ご

ヽ
政

ひ
と
ユ
・１
・や
ｎ
轟
ス
ス
・
織
摯
＾
ｔ
ｔ
呼
ん

び

哄
ろ
θ
じ
ｒ
レ
れ
そ
４
第
η
は
、
む
う
熱
ネ
＾
´

ケ
タ
・詢
」
ご
マ
し
よ
つ
７
い
る
。
ｎ
書
め
″残
リ
ハ
Ｚ

し
ゼ
、
乃
朝
．的
に
移
ぬ
体
曖
諄
欝
し
く
な
”
で
ご
で

い
ろ
。
バ
そ
い
人
礁
義
ご
”
ュ
レ
薇
げ
よ
ど
、
総
諄

や
へ
ほ
ム
魚
Ａ
．
し
い
し
総
バ
性
銀
す
る
と
、
い
た

」
チ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
‘
　
　
．

棒
島
く
の
は
漁
～
”
時
バ
、だ
っ
て
ぉ
驚
バ
瑠́
人
す
み

、
」
、
競
だ
決
く
籍
繊
じ
ぞ
人
織
犠
ご
灯
二
じ
で
く

∴
Ｒ
Ｌ
払
僣
島
Ｉ
イ
”
ろ
．

繊
儀
Ａ
千
Ｉ
Ｆ
撃
Λ
ご
嵐
く
―
ド
ざ
ｆ
っ
て
裏
ュ

レ
亀
．
ふ
督
代
景
し

い
●
■
ざ
■
．
た
か
患
ｎ
目
ぬ

・猛漱
″ヽ
縫
麒
ざ
ふ
ゞ
ぜ

む
慮
「ぶ
こ
れ
、
や
を
シ
鶴
ド
レヽ

一だ 一





′脅
し
、ヽ
っ
ノ、
自
　
　
　
イ様ヽ

民

　

、

″ス
ト

な
輌
レ
い
Ｊ
　
　
　
′
　
■
ふ
―
■
て

Ｉ
議
こ
ぶ
レ
あ
の
代
に
入
盆
し
て
か
ら
、
少
し
ず

●やき
気
ｏ
雄
尺
ざ

′ヽ
、
更
し
さ
ダ
系尋
「
も
の
で
あ
る
こ

∠
が
棒
つ
た
よ
う
ご
亀
費
寄
′る
。
傘
ウ
公
口『
り
は
こ

ん
こ
め
行
，．
参
加
し
気
哺
私
ず
つ
９
で
公
薔
（柏
■
ｏ

奏
爺
ぼ
ご
霊
馬
い
と
一・（
フ
て
ｔ
い
く
も
「
で
一労

和
含
一、な
ず
ず
、
食
じ
ｂ
導
納
し
て車
ぃし
て
へ
）「、っ

響
お
ゴ
摯
●つ
０
ヒ
今
輛
凝
向
に
鳳
フ
て
、ヽ
こ
■
ｃ

商
ｏな
償
↑
Ｆ
ほ
ミ
も
に
と
し
嘔
哺
ご
Ｌ

，
て
ま
覗

・摯
０
漁
宝
≪
ふヾ
■
痛
く
こヽ
。
現
在
自
分
の
い

ｏ
償
裕
い
な
く
警
，■
ヒ

，
て
、ヽ
政
ｔ
ん
。
れ
公
た
Ｌ

だ
つ
■
ヾ
い
り
０
．囀

二
Ｒ
Ｏ
豊
体
卜鶏
一者
っ
列

専
」
０

，
お
二碕
ヽ
黒
津
ｏ
平
イ
モ
リ
モ
ヘ
水
Ｆ
し
ょ

いつ
ｏ寧
雀
」
彎
■
■
ヽ
ヒ
藤゙
ご
く
鳥
フ
て
ヽ
主
■

も
ｏ彎
嗜
や
３
う
ヒ
い
う
な
長
が
あ
つ
ミ
が　
今
Ｌ

宝
墨
が
二簡
覆
的
ご
電

，
こ
だ
さ
デ
で
い
ｏ
ず
び
一

［響
芳
重
奮
一く
ｔ
ｔ
９
で
ざ
３
籍
ｏ
■
蒔
ゞ
モ
「
９
び

葛
じ　
心
は
ス
キ
ー
ュ
予
ｆ
職
育
ン
、
ス
キ

ヽ
―，撃
棧

一・一ヽ
）ナ
ト繊
鸞
ｔ
ｔ
奪
、
ご
さ
ん
ｐ
休
斗
Ц
「一「
た

ヽゞ

”
祭
議ヽ
し
て
ヽ
事
藝
畳
い尋
浄

ｔ
撻
て
羊
奮

ダ
篭

え
・３
ｔ
ｏ

〓
費

し
て
目
管
よ
基
燻
３
ｔ
の
電
自
分

ザ
聡
や
う
と
彎
９
・
見
て
ま
■

ゎ
，
と
公
頌
縮
．で

置
鶴
ム
回転
）
で
項
ヾ
す
ま
ｔ
ｉ
硯

一私
つ
旬
に
、ヽ
つ
ｔ
０
３
増

り
は
、
人
と
議ヽ
夏

ヽ
と

が
せ

今
式
「ゝ
。て
で
す
り

″
公
民
ぬ

て
た
『

い
う
も
そ

れ

て
鳥

ラ
て

い
ま
し
■
。
自
令

Ｉ
曹
』く
驚

か
ミ
ヽ
９
´

υ
す
。
」誘
今
で
考

れ
τヽ
と
ら

か
っ
て

い
て
ぉ

勺
，
ヤ

に
は
い
つ
も
ル巧
■

な
た
ノ■
τ

智
葛
６
０
で
可
化

童
ｏ
・籐
へ
Ｌ
ポ

百八

日
か
ｌ
、ヽ
■
４
付
ら
」
ナ
ト

し

■
′ｐ
寝
．い
０
が
レ
一夕

と
獨
部
、し
多
、
Ｘ
ｔ
３
ゴ
み
る
　
一

本

モ
ｒひ
め
ら
た
４
ゥ
ぜ
ず
っ
ま
で
詭
ん
び

、ヽ
で
ヽ
の
　
ォ

ず
す

が
ウ
し
ブ
つ
ぜ
も
詭

も
う
ヽ
ｎ
ソ
フ
て
ぃ
る
９
ず
　

一

う

。
ち
ユ
↑
」者
け
ヽ
こ
Ｖ

り
ま
し
■
●
菅
ｔ
ヤ
奮

と

い
・つ
の
ほ
）
ｒＦ・ク
■
も
そ
式
行
な
ダ
Ｂ
も
■
可
■
粒

■
ｋ
り
し
て

お
ざ

，
と

，ヽ
う
斎
向
ミ

２ヽ
菫
凄う
か
５

な
よ
セ

て
＜
３
ｔ
ｏ
■
と

ソ
フ
ｔ
と
。

・私
Ｌ
で

い
ｔ

ｋ

゛
が

，

ず
、グ
傾
ク
し
で
色
ャ
輛

３
と
（忍

、
ｔ
ａ
約

終
．わ

ツ

長
（





―
―
杉
少
Ｚ
ヮ駒
長
の
巻
―
―

‐―
活
お
日
に
こ
．や
さ
献
に
彰
本
事
務
局
長
の
お
屹

∠
訪
躊
レ
、
お
く
ギ
）ん
て
ま
じ
え
て
、
ず
ッ
ク
バ
・フ

ン
ち
話
乏
目
き
き
し
た
。
　

（
簿
喜テ

史
出
資
痛

）

―
―
―
―
ム
用
議
で

，
こ
ん
滲
ん
清
ク
こ
何
ん
と
ｔ

い

ま
す

か
。

《
奴
た
》
で
つ
炒
つ
″
こ
ん
砂
た
わ
ク
で
す
ね
′

‐

‐
‐
を
巌
で
喀
″

）ヽ
ル
崚
札
わ
″

（
脅
一（さ
ん
に
し

め
い
さ
つ
ン
昨
４
の
‐―
月
誇
日
の
た
、
沿
っ

に
よ

は
ヽ

有

と

い
う
ム
で

し

″に
か
７

《
永
λ
》
ス
レ
ぶ
ク
に
よ
驚
の
ム
Ｋ
乏
ゥ
ま
し
た
。

ア
で
ツ
ク
が
な
く
て
。
で
し
一黒

ぃ
の
で
す
ぐ
千
山

じ
臓
り
い
摯
¨

―
―
―
挙
こ
の
む
１
７
で
し
■

，
け
ら
，
ご
９
砂
っ
た

の
は
？
・

《
飲
ム
》
衝
知
さ
に
の
朗
像
手
の
鷲
貧
で
す
ｏな
。

―
―
―
―
む
バ
ー

ク
は

ひ
の
ユ
で
し
碑
？

《
承
な
一》
イ
々
―

‐
／
‐ヽ、
尾
Λ
何
ヒ
・か
た
り
り
つ
年
まヽ

し

に

■

９

１

１
ひ
ど
い
ｔ
ス
Ｆ

つ
■
マ

っヽ
辱
？

《
奴
た
》

い
・え
い
と
ヽ
む
↓
う
ぼ
ネ
ス
ン
ξ
ざ
ま
た
Ｒ

い
て
長
し
ビ
．Ｆ
一子
‐ヽ）
た
。

―

酬
く
る
「
、
勇
´

妻
ぶ
し

が
っ
ｔ
こ
と
で
し
ょ

一
タ

・つ
′
■
■
４′
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′
／

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
　
　
　
　
・
ヽ
　
　
・
Ｆ

《
争̈
ユ
‐ｌ
γ
″
ｒ
み
い
に
く
、
か
な
の
八
楊

の
こ

が
椰

「

に
ヤ
ヽ
わ
で
な
に
峨
，り
お
し
て
不ヽ
．

―
―

・実
さ
ん
で
す
よ
。
灘蠍
匂^
い
―す
う

に
一ｒ
甘
′っ
て
マ

《
に
多
》
ゼ
う
メ
すヽ

子ヽ
。
レ
・立
感
と
し

仲
＜

い
っ
噂

υ

慮

か
う

い
ん
ア
ヽ
て
′
む
。

《
蒸
た
》
魚
ギ

じ
ナ
、
「
子
ネ
。

‐

‐
‐
口
凸
菫
・
車
ヽ
つ
て
デ
ル
と
も

い
′

斉
イ
／
レ
「

摯
争
奪
転
ぜ
い
，ｔ
，ふ

葛
争
職
と
か
っ
′

《
筵
子
》
い
い
た
ヽ
内
げ
」
て
し
彗
ク
‘
夕
し
、「
が
レヽ‘

お
瀬
一い
敦
し
ま
し

，
あ
■
／

難
冶
さ
ん

こ
ん
０
ん





ア

ツ
ケ

ー
ト
点
↑
街

ど
の
よ
つ
で
よ
喀
、
′愛
各
次
の
集
由
ざ
ｔ
総

め
は

４
～
ま
っ
風
与
て
の
集
ま
ソ
び
あ
る
は
ず
だ
。
怒
ほ

気
缶
癖
Ｔ
、
が

、
が
ヒ
サ
ー
タ
ル
は
八
お
３
が
、
や

ふ
Ｆ
考
く
貧
米
ぽ
な
も
祖
、
和
そ
の
立
傷
ユ飲ヽ
か
失
ぜ

島
へ
、
そ
れ
む
Ｋ
い
サ
‐
７
レ
企
４
Ｌ
基
え
３
・
心

、
ふ
´
な
僣
鋤
の
象
（
か
く
）
セ
フ
イ
，
こ
Ｌ
せ
フ

ｔ
の
だ
。

名
セ
崚
Ｌ
ノヽ
き
い
、
乳
べ
Ｆ
垣
ψ
年
ネ
♭
た
Ｓ
、

偉
ぃ
な
６
貸
ぃ
は

，
界
ｉ
↑
農
箸
〕
奏

３
べ
き
ド
ぅ
ラ
ノ．

ふ
（句
′）
の
そ
べ
と
衣

て
．
篠
″警
の
１
４

ｃ́
ｒ
ば
ヽ

鷺

い
な

３

，

と
し

て

い
う
彙
歯

は

、
色

分

ｓ

、
負

々

卜

め
多

ミ

ど
を
導

舞

寸

鐸
き

ぜ

あ
る

。
単
∴

ふ

え

Ｌ

象
り
４
ソ
ヽ
件
む
主
許
を
心

力
う
芳
力
色

し
た
い
う

の
で
あ
る
。
そ
う
Ｆ
ヵ

と
噂
　
存
む
を

よ
く
設

ミ
フ

ど
つ
さ
書
力
り
ヽヽ
と
ご
島
う
。
今
虚
つ
為
、を
表
ツ
、

ほ

の
内

上

ヽ
棒
質

ｔ

ヽ
を

ヽ
こ
、ヽ

ど
ソ

選
・＜
摂
一麦

ま

ざ
錢

ソ
合

ラ

ミ
き
倉

。

今
、
私
立
は
、
告
″路
で

，
ス
ニ
伊
″
て
も
Ｌ
あ
祇

っ
、

地

に

ヽ

ヒ

午

ち

ら

狼ヽ

だ
貧

″

び

ヽ
書
し

か

け

ミ

も
ウ
彎
ぐ
づ
」ｔ
′き
て
Ｌ
意
ヽ
ｔ
い
ｏ
．
―
■
サ
彙

．
Ｓ
総
」
ご
奪
き
夕ヽ
，
て
，ヽ
６
“り
●
ウ
島
●
．
働
爾
樹
′

再ヽ
●
■
有
ｔ
集
全

ｔ
ｔ
与
‘

彎
“
電
‘
オ
ご
島
τ

営

い
１
人
に
よ
く
夕
た
人

，
議
瘍
出

，
義
角
苺
摯
夕
考

う
ｏ
こ
ざ
ｓ
イ
Ｌ
て
、
キ
キ
も
麟
″
毎
督
ル
シ
静
ｖ．

ｔ
夕
こ
で
十
七
こ
゛
単
か
け
こ
む
碁
■
働
＾
先
ザ
‐
雄

の
視
切
に
Ｌ
て
く
小
た
た
か
・
ヽ
「
亀
〓
も

，
て

，

３
人
と
目
一
人
勃
）で
あ
る
キ
壱
各
り
．
セ
ネ
Ｃ
ａ
ご

つ
オ
レ
か

り
に
ｔ
＾
ざ
あ
る
。

曲
ルヽ
二
ぼ
）
”

と

，ヽ

フヽ
キ
‐は
い
中
↓
ヽヽ

こ
ざ

あ
●

．　
　
　
　
　
一

侮

々

η
熱
一耕
、か

嗜

て

て
、

ど
う

ｔ

て
、
略

ド
は

生
　

″

な

４
“竹
ド
ｉ

ｔ

ご

べ
・
４
４
．４

↓
め
う

ヽゝ

っ
島
一
っ
バ

‐
　
　
一

テ
イ

づ
く
ソ
お

嗜

士
薇
ｆ

フ
．
七
ミ
き
ご
今
か
０
く

ｔ
し
ヽ
特

に
で
子

の
場
合

、
ソ
‐
ダ

‐
ド
サ
ぜ
嗜
く

目
今
す
ｏ
ア
■
ヽ
そ
手
り
得
）
を
ま
４
ド
鑓
喘
し
て

理
解

き
ｔ
、
ャ

ぃ
き

ｔ
う

サ
室
が

あ

る
。
女
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